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 京阪グループの京阪園芸株式会社（本社：大阪府枚方市、社長：岸 元士）は、京阪電車開業１００周年を記

念して、フランスのバラ育種の名門「ゴジャール家」から新種のバラを寄贈され、『悠久の約束』と命名いた

しました。 

 京阪園芸は、４０種類を超えるオリジナル品種を生み出しているほか、平成１８年１０月には、４００年の

歴史を有するフランスのバラ育種の名門「ゴジャール家」と日本における独占販売のライセンス契約を締結す

るなど、バラ育種・販売では国内有数の企業です。今回、京阪電車が開業１００周年を迎えることを受け、ラ

イセンス契約を締結しているゴジャール家から、祝意を込めて同社にオリジナル品種のバラが贈呈されました。 

 贈呈されたバラは、濃い紫色にマゼンタ色を帯び、濃密でふくよかな甘い芳香が特徴で、樹高１．２ｍ、花

径１０～１２ｃｍの四季咲きのバラです。また、今回命名した『悠久の約束』という言葉は、開業１００周年

記念事業のテーマとして掲げているもので、１００年前の開業時からお客さまにお約束してきた「安全・安心・

信頼の商品・品質・サービス」をこれからも変わることなく提供するという京阪グループの想いが込められて

います。 

 このバラは、ひらかたパークの「ローズガーデン」に植えられており、６月下旬に見頃を迎えるほか、今秋

から同社で発売を開始する予定です。 

  

※発売に関するお問い合わせ ・・・ 京阪園芸株式会社 ０７２（８４４）１７８５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

京阪電車開業１００周年を記念して 

バラ育種の名門「ゴジャール家」から新種バラが贈呈されました 

～開業１００周年記念事業のテーマから『悠久の約束』と命名 ～ 

 

 


